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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

日
本
の
経
済
の
衰
退

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
長
期
に

わ
た
る
円
安
政
策
に
よ
っ
て
非
正

規
雇
用
に
よ
る
低
賃
金
化
が
広
く

進
ん
だ
。日
本
の
平
均
年
収
は
、
先

進
諸
国
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済

協
力
開
発
機
構
）38
カ
国
中
、２
０

０
０
年
が
17
位
だ
っ
た
が
、
２
０

２
０
年
に
は
22
位
ま
で
下
が
り
、

お
隣
の
韓
国
（
19
位
）に
も
追
い
抜

か
れ
た
。こ
の
20
年
間
で
平
均
年
収

の
１
位
の
ア
メ
リ
カ
と
２
位
の
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
は
共
に
約
25
％
も
上

昇
、３
位
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
４

位
の
ス
イ
ス
は
約
15
％
の
上
昇
し

て
い
る
が
、日
本
は
０
・
４
％
の
上

昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

深
刻
な
の
は
非
正
規
雇
用
の
増

加
で
所
得
が
伸
び
ず
、
将
来
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
う
え
、
結
婚
観
の

物
価
上
昇
、賃
上
げ
、価
格
転
嫁
を
ど
う
す
る

人
手
不
足
に
悩
む
道
内
中
小
企
業
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北
海
道
労
働
局
・
月
間
求
人
倍
率
表
（
３
面
）
／
市
販
か
ぜ
薬
に
注
意
を
（
４
面
）

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

２
月
２
日
、
横
路
孝
弘
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
た
。
享
年
82
歳
だ
っ

た
。
議
員
を
辞
め
ら
れ
て
少
し
体

調
を
崩
さ
れ
、
東
京
で
療
養
も
さ

れ
つ
つ
議
会
活
動
の
記
録
執
筆
に

打
ち
込
ま
れ
る
毎
日
だ
っ
た
と
の

こ
と
。
そ
れ
で
も
、
時
に
は
札
幌

に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。
直
接
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
が
今
と
な
っ
て

は
悔
や
ま
れ
る
。
思
い
出
は
、
何

と
言
っ
て
も
昭
和
58
年
の
知
事
選

挙
で
の
勝
利
だ
。
戦
後
田
中
革
新

道
政
を
継
承
す
べ
く
、
革
新
側
は

横
路
節
雄
代
議
士
を
擁
立
す
る
も

惜
敗
し
、
苦
節
24
年
、
今
度
こ
そ

と
い
う
熱
い
思
い
が
見
事
に
開
花

し
て
勝
利
し
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
。
北
海
道
の
「
革
新
」
勢
力
の

盛
衰
は
、
知
事
選
を
頂
点
に
し
た

闘
い
に
象
徴
さ
れ
る
わ
け
で
、
４

月
の
知
事
選
で
池
田
真
紀
さ
ん
の

健
闘
を
期
待
し
た
い
。
横
路
さ
ん

か
ら
の
激
励
の
電
話
が
池
田
さ
ん

に
あ
っ
た
そ
う
で
、
リ
ベ
ラ
ル
の
大

き
な
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の
で
あ

る
。（
峰
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

多
様
化
も
あ
っ
て
、
出
生
率
の
低

下
が
続
い
て
い
る
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
知
の
拠
点
で
あ
る
大
学

　

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
の
た
め

年
末
の
開
催
を
中
止
し
た
「
交

流
晩
会
」
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

交
流
晩
会
開
催
し
ま
す

日
時  

３
月
８
日（
木
）17
時
半
〜

場
所  

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

        　

 （
札
幌
市
中
央
区
北
４
西
６
）

会
費  

６
５
０
０
円

申
込
締
め
切
り  

２
月
28
日
（
火
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
か
ら
よ
う
や
く
脱
出
で
き
そ
う
に
思

わ
れ
た
日
本
経
済
が
、
い
ま
混
迷
し
て
い
る
。ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
伴
う
、国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
、米
国
の
公
定

歩
合
引
き
上
げ
の
影
響
に
よ
る
急
激
な
円
安
で
物
価
が
急
上
昇
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
す
る
北
海
道
経
済
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
中

小
企
業
は
値
上
が
り
分
を
価
格
転
嫁
が
で
き
る
の
か
、
人
手
不
足
解

消
へ
妙
案
は
あ
る
の
か
、会
員
ら
の
意
見
を
聞
い
た
。



（２）

な
ど
の
研
究
機
関
で
研
究
者
の
待

遇
が
悪
化
し
て
頭
脳
の
海
外
流
出

が
進
み
、日
本
の
研
究
開
発
能
力
の

低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。日
本
社

会
は
Ｉ
Ｔ
化
の
遅
れ
が
顕
著
で
日

本
経
済
の
衰
退
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
う
。

生
産
年
齢
人
口
の
激
減

　

一
方
、春
闘
を
前
に
、ユ
ニ
ク
ロ
に

代
表
さ
れ
る
元
気
な
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
大
幅
賃
上
げ
の
動
き
が
報

じ
ら
れ
、
賃
金
を
上
げ
な
い
と
、
国

際
的
な
人
材
獲
得
競
争
に
負
け
る

と
い
う
。大
企
業
か
ら
は
物
価
上

昇
を
上
回
る
よ
う
な
賃
上
げ
回
答

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、日
本
に
は
簡
単
に
解
決
で

き
な
い
問
題
が
あ
る
。そ
れ
は
出
生

率
低
迷
が
原
因
の
人
手
不
足
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
前
は
、有
効
求
人
倍
率
が

高
い
の
は
景
気
の
良
さ
を
示
し
て

い
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
実

は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
で
、15
歳

〜
64
歳
の「
生
産
年
齢
人
口
」が
激

減
し
た
こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
で

あ
る
こ
と
に
目
を
背
け
て
き
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

人
手
不
足
を
、
低
賃
金
の
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
規
制
を

ゆ
る
め
て
し
の
ご
う
と
い
う
動
き

も
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
最
低
賃
金

（
時
給
）
も
韓
国
以
下
な
の
で
入
国

の
資
格
要
件
の
厳
し
い
日
本
で
働

く
メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。会

員
事
業
者
か
ら
は
、「
賃
金
を
大
幅

に
引
き
上
げ
て
募
集
し
て
も
来
て

く
れ
な
い
」と
い
う
嘆
き
の
声
も
聞

こ
え
て
く
る
。

道
内
の
経
済
状
況

　

道
内
の
中
小
企
業
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。道
商

工
連
加
盟
の
事
業
者
が
口
を
そ
ろ

え
て
訴
え
る
の
は「
人
手
不
足
」。

　

例
え
ば
、
冬
季
の
除
排
雪
で
は
、

重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
大
型
ダ

ン
プ
の
運
転
手
が
足
り
な
い
し
、
警

備
員
も
足
り
な
い
。「
今
冬
は
、
契

約
単
価
を
上
げ
て
請
負
量
を
減
ら

し
た
の
で
利
益
率
は
上
が
っ
た
が
、

こ
ん
な
状
態
で
、
い
つ
ま
で
続
け
ら

れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」と
い
う
。

　
「
い
ま
の
若
者
は
重
労
働
を
嫌

う
う
え
、週
休
２
日
の
き
れ
い
な
仕

事
を
選
び
、普
通
免
許
す
ら
持
っ
て

い
な
い
か
ら
大
型
特
殊
の
免
許
も

取
れ
な
い
。だ
か
ら
定
年
を
迎
え
た

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
長
く
勤
め
て
も

ら
う
よ
う
頼
む
し
か
な
い
」と
も
。

　

建
設
・
土
木
業
界
は
、
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
労
働
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、依
然

と
し
て
深
刻
だ
。型
枠
大
工
、
と
び

工
、大
工
、左
官
、電
気
工
事
、電
気

配
線
工
、
建
設
・
土
木
作
業
員
が

決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
。

　

運
送
業
も
厳
し
い
。大
型
２
種

免
許
が
必
要
な
バ
ス
の
運
転
手
が

足
り
ず
、路
線
バ
ス
の
間
引
き
や
終

バ
ス
の
繰
り
上
げ
な
ど
が
起
き
て

い
る
。タ
ク
シ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
も
慢

性
的
な
人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
自
動
車
運
転
業
務
は
、

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）



３

「
自
動
運
転
」の
普
及
に
よ
っ
て
、
や

が
て
な
く
な
る
職
業
と
考
え
る
若

者
が
増
え
て
敬
遠
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
よ
う
だ
。

　

北
海
道
労
働
局
の
令
和
５
年
１

月
31
日
付
「
職
種
別
求
人
・
求
職

状
況
（
常
用
計
）」
を
見
る
と
、
医

師
・
薬
剤
師
や
看
護
師
、
医
療
技

術
者
な
ど
は
従
来
か
ら
足
り
な
い

が
、資
格
を
持
っ
た
保
育
士
の
求
人

は
約
３
倍
に
ま
で
上
っ
て
い
て
、
定

員
を
確
保
す
る
の
に
や
っ
き
だ
。高

齢
者
施
設
で
は
介
護
士
の
確
保
に

苦
労
し
て
い
る
。

　

清
掃
な
ど
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
界
で
も
、札
幌
市
中
心
部
で
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設

が
進
み
床
面
積
が
増
え
る
傾
向

で
、「
人
さ
え
い
れ
ば
仕
事
は
あ
る

の
だ
が
、い
ま
は
設
備
投
資
を
す
る

よ
り
現
状
維
持
」
だ
と
い
う
。「
多

く
の
会
社
が
役
員
報
酬
の
引
き
下

げ
ま
で
し
て
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
雇
用
の
維
持
を
図
っ
て
い
る

ぐ
ら
い
厳
し
い
」と
話
す
。

　

飲
食
業
界
も
一
度
離
れ
た
従
業

員
が
戻
っ
て
来
な
い
と
嘆
き
、
調
理

師
も
不
足
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
導

入
補
助
金
が
出
て
機
器
の
整
備
を

終
え
た
状
態
。「
首
都
圏
は
忙
し
い

そ
う
だ
が
、
地
方
都
市
で
は
落
ち

込
ん
で
い
る
。北
海
道
で
も
、
有
能

な
人
材
が
採
れ
ず
最
新
の
ク
ラ
ウ

ド
を
活
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

を
担
う
よ
う
な
人
材
が
不
足
し
て

い
る
」と
い
う
。

　

ま
た
、「
日
本
の
Ｉ
Ｔ
化
が
大
幅

に
遅
れ
た
の
は
、国
の
旧
態
依
然
と

し
た
事
務
処
理
手
法
が
放
置
さ
れ

た
か
ら
」と
指
摘
す
る
。い
ま
ど
き
、

役
所
に
印
紙
を
貼
り
付
け
た
文
書

を
持
参
し
て
申
請
書
を
提
出
す
る

よ
う
な
無
駄
は
や
め
、
新
し
い
技

術
を
取
り
入
れ
た
事
務
の
合
理
化

を
一
気
に
図
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め

に
政
治
家
は
し
っ
か
り
仕
事
を
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

　

さ
ら
に
、技
術
の
進
歩
が
著
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｉ
Ｔ
の
世
界
で
は
、

終
身
雇
用
で
守
ら
れ
た
古
い
ス
キ

ル
に
し
が
み
つ
く
社
員
で
は
通
用

し
な
い
と
い
う
。新
し
い
ス
キ
ル
を

持
つ
社
員
と
の
入
れ
替
え
が
必
要

だ
が
、
日
本
の
雇
用
制
度
で
は
難

し
い
。高
額
の
退
職
金
を
準
備
し
て

希
望
退
職
を
募
る
大
企
業
の
よ
う

に
は
で
き
な
い
の
で
、
従
業
員
を
解

雇
し
て
も
、
再
教
育
を
受
け
て
再

就
職
が
で
き
る
よ
う
な
、
国
際
的

に
通
用
す
る
仕
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
と
問
題
提
起
す
る
。

正
当
な
価
格
転
嫁
を

　

出
生
率
の
低
下
に
よ
る
人
手
不

足
は
、す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、い
ま
中
小
企
業
が
求
め
る

の
は
、
物
価
上
昇
と
賃
上
げ
に
必

要
な
価
格
転
嫁
が
で
き
る
こ
と

だ
。中
小
企
業
の
従
業
者
数
は
大

企
業
を
含
め
た
全
従
業
者
の
約
７

割
を
占
め
る
の
で
、
こ
れ
が
で
き
れ

ば
、日
本
の
個
人
消
費
が
一
気
に
増

し
、
景
気
回
復
の
大
き
な
原
動
力

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

職業計 1.17 89,794 76,500

管理的職業 1.26 275 218

専門的・技術的職業 1.94 19,737 10,191

　開発・製造技術者 0.90 546 609

　建築・土木・測量技術者 6.90  3,286 476

　情報処理・通信技術者 1.06 1,094 1,031

　医師、薬剤師等 2.65  509 192

　看護師、保健師等 1.80 4,698 2,608

　医療技術者、栄養士等 2.05 2,438 1,191

　保育士、福祉相談員等 2.93 5,590 1,906

事務的職業 0.47 8,472 18,102

　一般事務員 0.40 6,298 15,645

　会計・経理事務員 0.71 7442 1,055

　営業・販売事務員 1.45 672 462

販売の職業 1.74 8,407 4,839

　販売店員、訪問販売員 1.63 5,716 3,506

　保険外交員、サービス外交員 2.04 141 69

　営業員 2.02 2,550 1,264

サービスの職業 2.74 22,904 8,367

　ホームヘルパー、ケアワーカー 3.37 9,276 2,752

　看護助手、歯科助手等 3.68 1,515 412

　調理人、調理見習 2.93 6,006 2,050

　給仕、接客サービス員 2.39 3,714 1,551

　マンション、駐車場等管理人 0.83 4904 591

保安の職業 3.98 2,032 510

　警備員 3.99 2,020 506

農林漁業の職業 1.84 1,265 687

生産工程の職業 2.60 7,601 2,918

　生産機械制御・監視員 2.44 222 91

　金属加工、溶接・溶断工 3.62 1,035 286

　その他の製造加工作業員 2.46 3,6411 1,483

　機械組立工 1.90 401 211

　整備工・修理工 4.61 1,660 360

　製品検査工 2.65 180 68

　塗装、ＣＡＤオペレーター 1.10 462 419

輸送、機械運転の職業 1.91 5,514 2,890

自動車運転手 2.14 4,051 1,890

ボイラー・建設機械運転工 1.68 1,244 742

建設・採掘の職業 4.50 5,653 1,257

　型枠大工、とび工 6.07 1,062 175

　大工・左官 3.58 1,223 342

　電気工事、電気配線工 3.73 844 226

　建設・土木作業員 4.92 2,514 511

　運搬・清掃・包装の職業 0.74 7,934 10,658

　運搬、配達、倉庫作業員 1.30 1,749 1,346

　清掃作業員 1.99 3,817 1,918

　包装作業員 2.88 253 88

　選別作業員、軽作業員 0.29 2,115 7,306

求人
倍率

求人
倍率

求人
数

求人
数

求職
者数

求職
者数

北海道労働局 12 月の月間求人倍率 2023 年 1 月 31 日

職　　種 職　　種

（注）1 ハローワークインターネットサービスの機能拡充 に伴い、令和 3 年 9 月以降
            の数値には、ハローワークに来所せず、オンライン上で求職登録した求職者
            数や、求職者がハローワークインターネットサービスの求人に直接応募した
            就職件数等が含まれている。
（注）2 常用とは、雇用契約において雇用期間の定めのない、又は４か月以上の雇用
            期間が定められているものをいう。
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薬
に
注
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依
存
性
の
あ
る
危
険
な
咳

止
め
や
総
合
風
邪
薬
な
ど
に

つ
い
て
、
大
阪
市
の
谷
口
恭
・

谷
口
医
院
院
長
が
警
笛
を
鳴

ら
し
て
い
る
。

　

谷
口
氏
は
、
毎
日
新
聞
の

「
医
療
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
連
載

記
事
で
、
特
に
注
意
し
た
い

の
は
、
厚
生
労
働
省
が
示
し

て
い
る
「
乱
用
さ
れ
た
市
販

薬
」
と
し
て
上
位
を
占
め
た

薬
だ
と
指
摘
す
る
。
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
薬

が
並
ぶ
の
で
驚
く
。

　

こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
危
険

な
成
分
は
微
量
な
の
で
違
法

で
は
な
い
の
だ
が
、
麻
薬
や

覚
せ
い
剤
の
成
分
だ
か
ら
長

期
間
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

１
位
の
ブ
ロ
ン
錠
／
ブ
ロ

ン
液
（
鎮
咳
・
去
痰
薬
）
と

２
位
の
パ
ブ
ロ
ン
／
パ
ブ
ロ
ン

ゴ
ー
ル
ド
（
総
合
感
冒
薬
）

に
は
「
コ
デ
イ
ン
（
麻
薬
）」

と
「
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
（
覚
醒

剤
）」
が
微
量
な
が
ら
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。
３
位
の

ウ
ッ
ト
（
睡
眠
薬
）
と
４
位

の
ナ
ロ
ン
／
ナ
ロ
ン
エ
ー
ス

（
鎮
痛
剤
）
に
は
「
ブ
ロ
ム
ワ

レ
リ
ル
尿
素
」
と
い
う
依
存

性
の
高
い
成
分
が
、
５
位
の

イ
ブ
／
イ
ブ
ク
イ
ッ
ク
／
イ

ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
（
鎮
痛
薬
）
は

「
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ（
非
ス
テ
ロ

イ
ド
系
抗
炎
症
薬
）」
で
、

こ
れ
も
他
の
鎮
痛
剤
よ
り
依

存
性
が
強
く
、
ど
ち
ら
も
厄

介
で
治
療
が
難
し
い
薬
物
乱

用
頭
痛
を
引
き
起
こ
す
の
で

危
険
だ
と
い
う
。

　

60
代
の
男
性
は
総
合
感
冒

薬
を
し
ば
ら
く
飲
ん
で
回
復

し
た
が
、
寝
つ
き
が
良
く
な

る
こ
と
に
気
付
き
、
毎
日
飲

む
よ
う
に
な
っ
て
４
カ
月
経

ち
、
麻
薬
と
覚
醒
剤
依
存
症

に
な
っ
て
い
た
。
治
療
は
困

難
を
極
め
る
と
い
う
。

　

市
販
薬
に
も
長
期
服
用
す

る
と
危
険
な
薬
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
お
き
た
い
。

健康
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期
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や
覚
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剤
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存
症
の
危
険


